
みんなで防災！2023
～広げよう防災の輪～

令和5年度学生支援プロジェクト-ものっそ 中間報告

香川大学防災士クラブ



活動の目的

大学祭をはじめとした様々なイベントを通して、地域住民や学生を
対象とした防災啓発活動を行う

防災に関する知識や、香川大学の防災に関する取り組みを発信

防災について関心を持つ機会を創出し、地域の防災力を高める



今年度の実施内容(11/5時点)

・非常持ち出し袋の展示

・防災工作

・非常食試食

・香川大学防災サポートチーム
(高松市機能別消防団・香川大学防災士クラブ)の紹介

・自衛隊、消防の協力を得る

大学祭への参加 → 来場者数：約260人

学内掲示用チラシ



展示企画(10/28・10/29両日実施-研究交流棟1階)

・非常持ち出し袋の展示(高齢者用、女性用、家族用、1人暮らし用)

・非常食試食(蒸しパン)

→袋の中身をリスト化し、各物の値段とともに展示

◎質問を受けることも多く、防災に興味をもってもらうきっかけに
なった

◎来場者の多くが興味を持っており、非常に好評だった

◎資料の配布により、それぞれの家庭で防災について話し合うきっ
かけにつなげることができた

→蒸しパンの試食に合わせて、作り方を記載した資料を配布



・ 香川大学防災サポートチームの紹介コーナー

・ 防災工作(新聞紙お皿、牛乳パックスプーン)

★防災工作の内容や、体験しやすい雰囲気だったかなど見直しと
改善が必要

△こどもから大人まで幅広い年代の来場者が体験してくれたが、
総来場者数と比較すると、体験者数が少なかった

→来場者の方と一緒に作成

→体制やこれまでの活動内容、今後の方針などをまとめ、展示

△私たちの活動を知ってもらう良い機会だったが、防災工作と同様
に、紹介コーナーのブースに来た方は少なかった

★展示位置や展示方法含め、改善が必要





自衛隊、消防の協力を得る
(10/28のみ実施-研究交流棟前駐車場)

・車両展示

・業務に関する相談コーナー

・活動の様子パネル展示(消防の活動パネルは10/29も継続して展示)

・自衛隊-非常用糧食の試食(豚角煮、スタミナ丼、べジサーモンなど)

・自衛隊-制服試着体験

◎多くの来場者が訪れ、特にこどもたちが多く見られた

△車両展示などを見た後に、研究交流棟内の展示企画へと上手く
導けなかったのが課題




